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近時欧洲殊二英吉利、和蘭、燭逸、瑞典、丁抹

等北欧ノ諸國二於テ牛型結核菌ノ人儒感染例が

比較的多敬二検出セうレ、牛型結核菌ノ久ノ結

核症二於ケル病因的意義が廣ク學者ノ注意サ喚

起スルニ至ツテ居ル。固ヨリ上記ノ諸國-・於テ

。･ヽ畜牛が盛ンデアツテ、牛乳拉二同加工品ノ利用

ノ普遍的ナ事・ヽ到底我國ノ比デ、ヽナク、叉牛孚L

飲用ノ習慣、形式二於テ我國トハ著シク相違フ、

ルトコロガアルガ、我國二於テモ近時牛乳拉二

同加工品ノ需要ハ昏々多ク、且一般化りレ傾向

－アルカラ、斯ノ如キ現状二於テ我國二於テル

牛型結核菌ノ大膿感染ノ頻度ヲ調査フ、ル事､ハ僅

チ徒爾デ、ヽナイト考へ、余等ハ各種ノ人ノ結核

材料カラ培養拉二動物試験ノ方法二依ツテ牛型

結核菌ノ検出二努カシテ居ルノデアルガ、其成

績ノ一部ノヽ既二報告シタ(1)。

扱、此種ノ研究、責験二於テ根本的ナ重要ナ鮎ノヽ

言フ迄モナク結核菌ノ菌型鑑別ノ方法デアル。

検出シタ結核菌ラ如何ナル方法デ大型結核菌デ

アルト判断シ、叉牛型結核菌ト断定'い・カト言

フ鮎デアル。人型及ビ牛型結核菌ノ鑑別ハ従来

形態、jた色但Eノ差異｢グリセリン‘ブイヨン｣ニ於

ケル噌殖ノ遅速及ビ菌膜ノ性状ノ相違、更二培

地ｐＨノ移動ノ差異、或ハ｢グリセリン｣加凝固

血清培養二於ケル増殖ノ遅速拉二聚落性状ノ相

違等ノ黙ヲ鑑別ノ條り所トシタノデアルパゲ、勿

論是等ノ方法二依ツテハ劃然卜雨型ノ結核菌ヂ

匹別フヽル事ノ困難ナ場合が少クナ４．近時卵培

養基二依ル結核菌ノ培養容易二成ツタタに、

雨型ノ鑑別モ亦卵培養基-=一於テ分離培養ト同

時二賓施シャウトいレ方法が賞用セラレヤウ

トいレ機運ニアル。

　

卯チ増殖がeugonicデア
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ルカ、叉ハdysgonicデアルカサ左ゾ吟味ソ、ル

方法デアルガ、前者ノヽＡ． Ｓ．Ｇｒｉ伍th(2'ノ言フ

如ク人型結核菌ト決定シ、家兎接種ノ手放テ省

略シテモ先ヅ誤リノナぐ1いヽ余モ亦既こｰ・200能

株ノ人型､牛型結核菌二就テ吟味シテ知り得タ。

併シ乍ラdｙsｇｏｎｉｃノ菌株ノ中ニハ典型的ナ牛

型結核菌以外ぺ稀二弱毒性牛型結核菌、更二

極タテ稀デハアルガ人型結核菌ヲモ包含ソ､ルノ

デアルカラ其鑑別ハ惜重予期サネバナラナイ。

然ルニ其鑑別ハ培養性状二依ツテハ極ノテ困難

デアツテ、家兎接種二依ル以外－ｆ段ノヽ無イ。

家兎接種二依ル菌型決定ノ方法Ｊ・就テ｡ハ既二

種々工夫が凝ラサレテ居ル。例ヘバA. S. Gri-

ｍth(3ヘハ皮下ニ、Ｌ.Ｃｏｂｂｅtt(4)ハ腹腔内-ﾆｰ、

Park a. Ｋｒｕｍｗiede(5)ハ静脈内こ､、Schick ｕ．

Ｋｒｕsiｕs(6り･ヽ眼房内－、Ｔ．Ｔｏｄａ(７)ハ皮内ぺ

Boquet et Ｌａｐｏｒtｅ”｀しヽ肋膜腔ニ、Bertrand,

Bablet et Ｂｌｏｃｈ(9)ハ胴内ニ、叉Boquet et

Ｂｒｏｃａｌ‘≒ハ蜘蛛膜下斗ノ､ﾉﾚ方法サノ号案シテ

居ル。元ヨリ是等ノ方法ハ[]的二隨ツｆ適不適

ガアリ、一長一短アル事ハガミ難イ、且叉其鋭

敏度云ヒ換ヘレバ或程度家兎ノ個性差テ超越シ

タ確賓サト言フ黙二於テ甲乙アルバ言フ迄モナ

４．叉賓際上術式几モノ1､言フ事モ等開二附フ、

ル事゛｀出?袈ナ'f。

余ハ是等ノ黙二鑑ミ、術式が出来ルグケ簡易デ

アツテ、而モ結果ノ判定ノ容易ナ方法ヲ得タ４

ト考へ、年来種カエ夫ラ凝ラシタガ、偶ｌ畢丸

内接種が鑑別二資シ得ル事り･知ツタカラ、茲二

夫二開フ､ル賓験ノ概要ヲ･掲ゲ、批判サ乞フ次第

デ７ル。

第１章

　

研究材料

　　　　　　　

1．供試菌株

今後機會ガアレバ史-ﾆｰ多敬ノ菌株サ供試シタ･1

ト考ヘルガ、今同ハ下記ノ如ク30菌株サ供試

シタ。

　　

人型結核菌17株(内新分離菌株11株、保存

　　

菌株６株)

　　

牛型結核菌11株(内新分離菌株８株、保存

　　

菌株３株)

　　

鳥型結核菌２株(但シ保存菌株)

　　　　　　　

2.賓験動物

家兎デアッラ、煎重2．000乃至2.500 g ノ暴丸

ノ稜達佳良ナモノ、云ヒ換ヘレバ大形ナ良ク緊

張シタ墨丸テ有プ､ルモノヲ選揮使川シ、小形ナ

萎縮シタ學丸ヲ有スルモノハ使用ソ､ルコ1ヽヲ･避

ケタ。

　　　　　　　　

3．

　

培養基

分離培養ニハPetragnani培養基ノ「グリセリ

ン」テ含有スルモノ（4％）ト然ラずルモノトテ用

意シ、分離培養二成功シタ時・ヽ第２代培養モ亦

土述２種y Petragnani培養基テ以テ行ヒ、第

３代培養カラ4％「グリセリン」寒天培養基二移

植シタ。家兎墨丸接種ニハ「グリセリン」寒天培

養基初代乃至次代ノ菌刊吏用シタ。

第２章

　

賓験方法

　　　　　　

1.

　

結核菌培養法

人ノ結核材料(膿、喀痰)ニハ５倍量ノ5％硫酸

列昆和シ、良ク振濫シテ、30分間孵溢二置４タ

後(但シ胴脊髄液ハ其眼)3．500廻斡20分間遠

心沈澱シ、上清サ棄テ、沈直列先藻ソヽル事ナヤ

直チぶ≒グ'リセリ⊃非含有及ビ4％含有Petra-

gnani培養基､司妾種シ37 Cニ培養シタ、、牛結

核材料(肺臓、肝臓、淋巴腺)ハ滅菌乳鉢干収り、

細切シ後面常量ノ滅菌海砂サ加へ、組織重帑

ノ５乃至10倍;.;■> 5%硫酸ヲ滴下シツヽ潰磨

シ、30分間室温ﾆｰ放置シタ後上澄液ｦｰ培養シ
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タ．斯クシテ分離培養二成功シタ時ハ、更ニ

Petragnani培養基ニ１代縫代シ、然ル後４ｙ

Ｆゲリセリ≒寒天培養基二移植タシ．

　　　　　

1?.家兎架九接種法

｢グリセリン｣寒天培養基５乃至６週間培養ノ菌

苔ヲ･掻キ取り、滅菌濾紙二挾ンデ水分り･去リ、

其10mgテ秤量シ、乳鉢二取ツテ滅菌食復水

５ｃｃｍテ滴下シツヽ潰磨シヤ菌浮游液サ作り、

以下順次稀郡シテ0．001 0．0001mg (注射液量

0．５ｃｃｍ戸夫々１頭宛ノ家兎ノ右側學丸賓質内

二注射シタ、．注射二際シテノヽ、全量ラ學丸ノ一

定部位二注射スル事ナク、菌液ノ少部分列主射

シタ後注射針ヲ全ク畢丸カラ抜キ放ツ事ナク、

牛バ注射針サ抜イテ他ノ部位二刺シ菌液ノ残部

刊主射¬.いしう言フ様ニシテ、學丸賓質ノ2，3個

所二分轄シテ注射'ヽ心斯ノ如クノ、し･バ菌液々

【第18巻

陰嚢内二漏ら

　

り、憂ヒモ無々、成績モ良好デア7レ。

　　　　　　　

3.観察方法

斯ノ如クシや接種シタ家兎ハ２ヶ月間飼育、

観察シタ。、観察二際シテハ全身的受化ハ元ヨ

リ、毎同行側學丸ノ大サ、硬度テ左側學丸ト比

較シ、且ツ翠丸ノ移動性言ヒ換ヘレバ畢丸が

自然ニ、或ハ人工的二陰嚢、腹腔ノ間ヲ移動シ

得ルカガカ、腫脹、肥大シテ陰嚢二固定セラ

レ、自由二移動シ得ナイ様ナ事ノヽナイカ等ノ鮎

刊主意シタ。斯シテ発死シタ家兎ノヽ直チェ、然

ラずノLモノハ２ヶ月後二撲殺、剖検シタ。先ヅ

雨側墨丸Ｊ･副脹丸ト共二摘出シテ比較シ、且

其重量ヲ對比シ、次デ腰部、後腹壁淋巴腺ラ検

シ、吏二人網、腸間膜淋巴腺サ観、進ンデ肺臓、

肝臓、肺臓、腎臓等ノ諸臓器二於ヶル結核性愛

化ラ観察シタ､、

第３章

　

賞験成績

　　

第１節

　

供試菌株ノ一般的性質

１．保存菌株(11株)

　

人型結核菌(６株)

　　

こフランクフル1ヽ｣、村尾、坂下、170琥、

　　

本多、吉岡ノ６株デアヽソテ、｢フランクフル

　　

ト｣株テ除キ他ハ敦レモ著者が嘗ヽソテ分離

　　

培養シ、長ク縫代保存シテ居ル菌株デア

　　

ル。敦レモ｢グリセリン｣含有培養基二人型

　　

菌特有ノ旺盛ナ蛸殖４管ム。

　

牛型結核菌(３株)

　　

Bov. 1, R. M, M. K. S. 1. / 3株デアヽソ

　　

テ、Ｍ． Ｋ．Ｓ．１．株ハ｢グリセリン｣含有培

　　

養基二増殖梢ｌ不良デアルガ、他ノ３株ハ

　　

人型結核菌二酷似シタ旺盛ナ増殖ヲ･畳ム。

　

鳥型結核菌(２株)

　

Tb 13 及ビ獣疫調査所株ノ２株デアル。

２．

　

新分離菌株ぐ19株)

多数菌株サ兎集スル必要上、人及ビキノ結核材

料カラ結核菌ノ分離培養ヲ企テタ。倚分離培養

こ臨ンデ゛｀、「グリセリン」？含有セナイpetr-

agnani培養基ト「グリセリン」サ４及ビ8％一

含有スルモノ1ヽニ培養テ試ミ、是等ノ「グリセ

リン」濃度ヲ･賢一ソ、ル培養基二於テ、人及ビキノ

結核材料二由来ソ、ル結核菌が如何ナル増殖サ示

スカヲ･同時二観察シタ、、

人ノ結核材料12例カラｎ株ノｅｕｇｏｎｉｃノ菌株

　　　　　　

第１表

　

人型結核菌

菌株名
一 一

皆

杉

中

吉

一
Ｊ

柏
菅
竹
内

安

木

川

原

村

若
宅
原
河
田

藤

井

守

鵬

由

-･ら．

膜炎

‐

‐

－

結
結
性
‥

　

‥

　

‥

肺
腎
寒

来 性

　

質

脊髄液l eugonic
・・

・・

痰
織
膿

　
　

Ｌ

　
　

Ｉ

喀
斜
瘍

　

ｌ

　
　

ｌ

核
核
膿

・１

ｉ・

・・

股開節結核

肋Ｆヵ卜｡ス」

り

・夕

タ・

・・

ｌ

・

』

・・

川

川

膿

膿

・・
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第２表

　

牛型結核菌

､菌株名 由　　兇　　性　　貧

LR 1

Ｌ　Ｉ

Ｌ　２

Ｌ　３

Ｌ　５

LG 1

LG 2

LG 3

肝　　臓　i　dysgonic

淋巴腺・　　，，

肺　鷲Ｊ　り

　　　　　　｜
　　□　　　ｌ　　　１●

　　　　　　ｌ　　費1　　　　　　・　　　り

ヲ獲、叉牛ノ結核材料13例カラ８株ノdｙsｇｏｎｉｃ

ノ菌株チ分離培養フ、ヽニ成功シタ。分離培養ノ

詳細ナ成績八本稿ノ目的デハナイカう省略シテ

他誌二譲ルガ、菌株名及ヒ其由来八次ノ如クデ

アノレｏ

第３表

第２節

　

人型結核菌ノ家兎

　　

翠九内接種ト其結果

　

人型結核菌新分離菌株11株、同保存菌株６株

７［グリ4こごリン］寒天培養基５乃至６週間培養ノ

菌苔ヲ･掻キ取り、滅菌濾紙二挾ンデ水分ヲ去

リ、其10 mg テ秤量シ、５ccm ノ滅菌牛理食膳

水テ滴下シヅヽ潰磨、孚し剤トナシ、以下順次稀

律シタ。

　

１菌株二對シ２頭ノ家兎テ用意シ、１

頭ノ右側學丸二上述ノ如キ方法二依ツテ0．001

mgテ（注射液量0．５ ccm)、他ノ１頭ニハ同様
一

一 シテ0.0001 mg 六注射液量0．５ ccm)接種シ

タ⌒２ヶ月間飼育観察シ、艶死シタモノハ直チ

-

然ラサ）レモ/ ^^2ヶ月後撲殺剖検シタ。

/、型結核菌家兎？丸内接種

菌株名
家兎

香妓

腔　重ｉ接種量　　　　　　　　　　剖　　　瞼　　　所　　　吃

ｇ　　　　ｍｇ日　斂丿暦ｇ重
郊　　　丸　　右/左 肺 肝 牌 腎 淋

皆　川 30
31

z.2oo＝0.001　　43死　　1.370粟粒結節棺；多数lJ/0.8十　一　－ｌ一！－

2.220　0.0001 J　62殺　　1.880　同　　少　　敏1.5/1 .5十　－ｉ－｜一　－

2.420　0.001　　52死　　1.900　同　　少　　m 1.5/0.9i十　－１－１一　－

2.210‘　0.0001　，　63殺　　　　！.63O談回:ら諧焉ニ6.0/1.5‘十二　ー　一二
杉　原

32

33

中　村
34
35
2.410　0.001　　76殺　　1.630粟粒結節秤に多徽1 .6/O 濯十　－，－

2.220　0.0001　　，，‘　2.150　同　　少　M 2.5/1.0十，－１－
十ｉ－
－　－

吉　若
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　--〃-―--〃－　36　2.350 0.001　60殺‘2.150 1　同　少　敬2.9/3.5十

　37 1　2.430　0.0001
！

日　　　i　2.100
j　同　　侑；多斂4.0/3 9 十

__　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　１

－ｌ-

　１-　-
-
-
-
-

一.-,/38　2.370
，0.001　63殺j 1.500　同　少　徴0,7/0.7

ニ　モ=1 39　2.370　0.0001　，レ　j　1,550廉粒大結節１個1 .7/O･7 十十

十一犬

I :
--

　　　｜　　　1 40

柏原j

　　　≒↓1

2.300　0.001　　　　58殺ﾛ00蓼認渥数t4/Oj＋

2.500　0.0001　63殺　　1.800 7裂頭大結節稽；　2
'
4/Oぐ十

〃

-

-　-　-

_　に_　Ｊ　_

　　¦｀　　　　？
　　ｉ　　　　ｉ

菅　河 42
43
2.250
2.330

0.001　　15死，
O.OCOl I　62殺 　　　i　　　　　　　　　　　　i2.000 一粟粒結節少r/ 3.5/3.5i十 - -

　　ｉ
－１－

竹　田
44
45
2.240
2.360

0.001
0.0001

26死
62殺

　　　　　　　　　ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　Ｊ　　　　Ｊ

1.720　同　　少　　m 1.2/1.3;十　一¦一ｉ－ -

内回

漕

-〃-心-〃-　　J一=j-

安　弁べa

2.15( 0.001　5S殺1 1.750 j 同　少　m 1.7/2.6'十　一
2.120　0.0001　，，　　1.800　同　　少　　駈1.7/1 .7十　－

－‘一｜一

一　一一

2.060 1 0.001　　63殺　　1.550　同　　梢；多数2.0/2.2十丿－５－　一　一

2.150 1 0.0001　　‥　　1　1.430　同　　拵；多数1.6/l.li十　－　－，－，－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　-------→〃　J皿W〃---皿　J_---_皿.』_-ﾐJ-=ﾐ　←-ﾐ〃._2.110 1 0.001　　64殺　・　1.430　同　　少　　数1.2/1.t十　－・一，一・－

2.010　　0.0001　1 ･9　　　i　1.510　同　　少　　数1.0/0.9j十　－ｉ－Ｊ－１－
木　守

50
51

フラゾク

フノ1/ト
52
53
2.365
1.900

0.001　　74殺
0.000L　73死

2.350 1　同　　棺；多斂2.5/1.3
1.320 1　同　　稽；多敏1.8/1.5

＋
＋

-　-　一

一・一　一

　　ｉ　　　　ｌ　　１　　　「

-

四

　　　1 54村尾155
2.240
2.290

0.001　　65殺　1　2.00（　同　　稽；多敏4.0/1.7＋

0.0001　，，　i 2.180「I　同　゛少　　敬2.0/2.0十
－１一　一・一
．　　！　　　　　　　　，

－　－　－　－
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　　　　　　　----W　　㎜㎜㎜　　　　　　　　㎜㎜㎜　　　ﾆ56 , 2.130　0.001　　60殺
板■＝57

1
2.230 ・0.000U　･･

　，。　58 1　2.150 ，0.001　　76殺
1･O彼59　　2.250　　0.0031　　　，，

　　　　l　　　　l　　　　　　　　　l

1.550
1.930

　　　　　－　　　　　　一一　　　一一一　　　　一一　－米粒大結節１個1.4/0.8＋

粟粒結節　少　敷0.7/0.7十

一　-　一

一｜-　-

　　｜　　－　　　－　　、

-　-　一

一　-　-

－ ‾ ﾐ ‾ 　 ～ -

　 -

　 -

　 - － － 　 －

　 -

　 -

　 -

　 -

　 一

一 - -

　 -

　 -

1.950
1.800

同　少　m 2.0/2.0
同　少　敷1.6/1.5

　＋

　＋

＿　　　．

　＋

　＋　　1 60
1　2.270　0.001　1　58吸

本多:61 ・2.310 0.0001　、、　　ｉ　，

1.940
1.800

司　少　敬7.5/1 .7
詞　少　敬1.0/0.9

　-

　-
-－－-
　-

　-

　 - 　 -

　 - 　 一

一 一 一 一 　 － 　 - -

　 - 　 -

　 - 　 -
吉　岡

62
63
2.350　0.001　こ　61穀
2.250　.　0､0001　　　　，，

1.730
1.800

同　梢レ多敷2.6/1.0
同　冷　Wi 1.9/2 .2 四-

(註)日数1ヽアノl/・ヽ接種後剖嶮迄ノ日数、例ヘバで43死゛･トアル・ヽ43日後吸死剖検セルヲ示.ｙ

　　

翠丸ノ項斂字。・ヽ胴丸ノ重量ヲ示シ、例ヘバ1.1/0.8トアル・ヽ右側翠丸１．１瓦、左側翠丸

　　

０．８瓦々几ヲ示ヌ。

　　

十、十十、併・ヽ結核性礎化ノ程度ヲ略示｡ヤ

　

淋、トアルハ腰部、後腹壁淋巴腺ヲ圭トス。

　　

以下各表之二準フこ

第３表一見ル如ク、大多徴ノ菌株こ於タハ

0．0001mg ノ接種二於テノヽ言フ迄モナケ、0．001

mgノ接種二際シテモ墨丸｡ハ著明二腫脹、肥大

スル事無ク、叉篤ｙニ陰嚢二固定セうレヘ陰

嚢、腹腔サ自由二移動シ得ナｆト言フ様ナ事・ヽ

見ラレ十イ。鯛診上左側奮丸一比較シテ僅カユ

大サ及ビ硬サテ堆シラ居ルカト思ハしﾉﾚ程度デ

アノレｏ

剖検ソヽレバ接種側學丸ニ｡・ヽ少数ノ粟粒結節が散

在シ、或ノヽ學丸資質ノ一部分二集合シテ存在フヽ

ルニ過ギズ、副學丸一八通常結節ノ形成ヲ･認ｙ

ナイ。其重量・ヽ左側墨丸ト著シ４遥庭ハナク、

時ニハ却ツテ左側學丸ヨリモ軽量ナモノヲ･認ｙ

タ。印チ第３節牛型結核菌接種ノ場合ト其ノ病

吸ノ程度・ヽ剖検上ハ元ヨリ、覗診、鯛診上極ｊ

テ顕著ナ差異アル事が知うレル。

嗇是等ノ家兎ノ諸臓器二於やレ所見テ摘録ノ、レ

バ、肺臓ニ｡・ヽ通常米粒大内外ノ、限界明瞭ナ、

梢ｌ隆起シ;ﾀ、疵状ノ結節が少数散在シ、肝臓

及ビ牌臓ニハ肉眼上結節テ澄明シナ４．腎臓ニ

｡・ヽ唯ｌ頭二於テ少数ノ粟粒結節サ認ノ･タユ過ギ

ナ１．近接淋巴腺トシヤーハ腰部、後腹壁淋巴腺

が梢り巴大セル場合ガアルガ、乾酪受性ザ呈シ

タモノハ認ｙナカツタ。郎チ剖検所見ハ明ラカ

ニ人型結核菌微:l;:接種家兎二特有ノ帰化デアツ

テ、第３節牛型結核菌接種家兎ノ夫二比較シテ

顕著ナ差異ガアツテ、上述人型結核菌接種家兎

ノ畢丸ノ所見ト第３節牛型結核菌接種家兎ノ畢

丸ノ所見トノ差異テ更二強調ノヽルモノデアル。

人型結核菌接種家兎ノ乖=丸拉二諸臓器二於ケル

所見ハ概略上記ノ如クデアルガ、諸臓器二於ケ

ル所!;とサ比較-いレ迄モナク、其學丸二於ケル愛

化サ第３節牛型結核菌接種家兎學丸ノ所見ト比

較スレバ、容易二八型及ヒヽ｀牛型結核菌ノ鑑別二

資ソ、ル事が出来ル。唯第４表一於テ、杉原株

0．0001mg接種33琥家兎・ヽ其畢丸ノ所見恰モ

第３節牛型結核菌接種ノ場合二酪似スルガ、同

0．001mg 印チョリ大量テ接種シタ32彼家兎二

於テハ斯ノ如キ事ナク、他ノ人型結核菌二類似

スル軽度ノ病受ヲ･呈シター止ル。故ニ33彼家

兎ノ受化・ヽ恐ラクハ同家兎ノ個性二蹄スベキモ

ノデハナｆカト咎へ･レ。特二諸臓器二於ケル病

宛ノ漏度９參照二いレ時ハ其念テ深クスル。

　　　

第３節

　

牛型結核菌ノ家兎

　　　　

畢九内接種ト其結果

牛型結核菌1ヽシテ新分離菌株８株、同保存菌株３

株サ第２節結核1宥接種ノ場台ヽト同一－ノ方法二依

ツテ學丸内二接種シタ成績ハ概略第４表ノ如ク

デアル。郎チ執レノ菌株ヲ接種シタ場合一

於テモ、接種側墨丸ハ接種後１ヶ月前後カラ

徐々ニ腫脹シ始八且其硬度テ噌シ、１ヶ月牛

前後二八通常反對側峯丸ノ散倍乃至ハ夫以上二

肥大、腫脹シ、目｡其硬度ハ軟骨硬ト成り、建二

陰嚢二固定セラレテ、自由二陰嚢、腹腔チ移動

スルヲ'得ナイ。此場台ヽ稀二陰嚢二浮腫ヲ農シ、

叉多少ノ水腫ザ件フ事ガアル。疑化ノ程度二多

少差=1ソアツタガ、供試牛型結核菌11株二於
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第４八

　

牛型結核菌家兎緊叱内接種

乾酪結節無敬二撒布･セラレ、屡吋目互二融合シ

列合モ地回状チ呈へ肝臓ニハ大形ナ結節サ観

タコトハナイガ、粟粒結節ノ散在スルノサ見ル

ポガ屡ｌデアル。牌臓ハ粟粒大乃至帽針頭大結

節チ梢ｌ多敷二有沢ル事多ク、稀ニハ碗豆大結

節テ多敬ニポジ、衣而凹凸常ナラズ且ツ著シク

肥大シテ健常動物ノ夫ノ敦倍乃至ハ矢以上二及

ブモノガアツタ。腎臓モ亦牌臓二劣ラズ受化高

度デアッヘ粟粒犬乃至帽針頭大結節テ見ル事

多キモ、稀ニハ米粒ﾉく乃至論豆大ノ結節ヲ梢ｌ

多敬二牛ジ、長而凹凸ノ顕著ナモノモアツタ、、

其他大網ニーノゝ多敬ノ粟粒結節々生ノ、時二融合

ンテ、人網ノ肥厚極著ナルモノガアリ、叉腸間

膜淋巴腺肩車脹、忙酪墜¦土サ観察シ、叉腸壁二

結節形成ぺ観タモノモアツタ。要之、諸臓器二

於ケル燈化ハ接種量が徽辰デアルニモ拘バラス

極ｙテ高度デアヽソヘ牛型結核菌二特有ノ分化

デアヽソテ、上述服丸ノ所見ノ特徴ヲ史二張調人

ルモノデ７｀ソタ。

テ總テ同一ノ宛化ヲ･観察ソ､ルリ得タ。而テ接種

量トシテハ0．001 mg 一於テノヽ言フ迄モナク、

叉0．0001 mgニ於テモ差異ナ川司‥リ愛化サ賃

現シタ。剖検バレエ、接種側服丸ハ全ク乾酪性

物質ヲ･以テ満タサレ緊張シテ硬ク、副翠丸モ亦

同時二乾酪化シ、尚精系べ瓜ヒ梢い多敷ノ粟粒

結節ノ散布セラレ居ル事が屡；デアル。然ルニ

反對側争丸、副畢丸ニハ何等内眼的愛化が無カ

ツタ。今雨側争丸ヲ副服丸卜倶二摘出シテ其重

量テ比較フヽルヘ第４表ニモ掲ゲタ如ク接種側

學丸、副服丸ノ重量ハ常二反對側服九、剛服丸

ノ人ヲ･凌駕シ、迪常３供内外デアッヘ時ニハ

７倍以上二達スルモノモ゛”ツタ。

諸臓器二於ケル剖検所見サ摘鎌ノヽレバ、一般ユ

家兎ハ敬重ノ減少顕著デアツテ、接種後２ヶ月

以内二発死シタモノ多ク、撲殺、剖検シタモノ

ー’ヽ少数二過ギナイ。諸臓器二於ケル病噫ハ常二

高度デアツテ、腰部、後腹壁淋巴腺ハ肥大シ、

且ツ乾酪化シ、肺臓ニハ帽針頭大カラ婉豆大ノ

　　　　　　家兎i僣　二収　接種量　　　　　　　　　　剖　　　険　　　所　　　吃　　　　　　、
菌株名番披j　μ　　“l9　　日　倣　暦ｇ重　　ツ　　　丸　　右｀/ん　肺　肝’稗　腎　淋

W一--　〃W･----’●----J　r‾　‾　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　‾‾←-－W-=-----ﾐ=̃-　　　---　　　　　　ﾐ̃‾　　　　　　　　　‾‾‾‾=-
　LR1　66　　2.300　0.001　　63死　　1.650　讐翫ご屍ほ堂

Ｌ　３ 74
75

　2.035　0.001　　46死　　1.230 ！　　同　　上　　9.9/1.3　併　―　利･　利一　併

　2.370　00001　62死　　！.650 1　　同　　上　　4.8/1.0　十十　一　十　十　升

　　　　　　㎜　　　㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ--　　　　　　　　　‾　　　　　　　－　－　　　　　ww-　2 280　0.001　，53死　　1.700　　　m]　　土　　7.6/2.3　併　十　十十　升　十十

　2 . 190　0 . 0001　54死　　1.665　　　司　　11　　　5.5/2.3　併　十　十｜升　升

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　〃･　　　　〃　　　　　ﾐﾐ　　　　　　　　　　　ﾐﾐ　　ﾐ　

　　－⌒－　　〃　2.160　0.001　　46死　　1.720　　　同　　ヒ　　3.5/0.9　利･　一　十十！十　十十

　2.280　0.0001 .　60殺　1.980　　　同　　上　　6.8/1.9　併　十　十十　十，　十十

　Ｌ５ぷ

----　　一一一
　LGﾊﾞ;a

　　　　　80
1　2.2 0　0.001　　51死　1.280　　　同　　ﾄ。　5.4/0.5　併　－ｊ十　十　十十

LG 3　1
81

1

2.400　0.0001　50死　　1.330　　　同　　1こ　　↓.5/0.9・併　十　十十　升　十十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜------　－　　　　　---　- - -一心　-ﾐ－皿

　　　　　.82
；　2.200　O.OOl　　60殺　1　2.070　　同　　1ｿ　　3.8/2.5　刊一　一　一　一　十

Bo゛゛1
J 83 1 2.080　　0.0001　　　25死 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　’

　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一-,-　‥　　－　一一　　　　一一　－　－　一一　　　　　一一一　，－-

　　　　　.　84＝　2.020　　0.001　　　65殺　　　1.470　　　　同　　　　ヒ　　　　H.0/2.9　・　併　　－　　十　　十　　十十.

　RM　　85　，　2.180　　0.0001　　　，，　　　　　2.050　　　同　　　ヒ　　7.U/1.6　ニ卜汁　　一　　十4･　　十十　，十十

　　　　　一一一一一-一一一一一一一一一一一　　---’一一一一一一-　-一一一一｀″’-’-一一一一一一‾‾‾　　　--‥-一一一一一一　　　　　----　　一一一一‘J　‘　　－ ’－-1一一-一一--‾-‾

　　　　　1 86 1　2.240　0.001　　51死　　1.470　　　同　　I-.　　8.5/t.61，H+l－｜利一・十十　十十
MKS y

87 : 2.500　0 0001　　52死　　　1.400　　　同　　11　　7.0/1.2　併ｌ十　併　+ｷ　併

植田二家兎ly丸内接種二依ルｔ型結核菌ノ鑑別7家兎'y丸法上二軌テ
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第４節

　

鳥型結核菌ノ家兎=家九

　　

．内接種ト其結果

　

人型及ヒ寸型結核菌ノ學丸内接種二際シ

　

雨型結核菌ノ間二頴著ナ差異ヲ･認ノ得タ

【第18巻

ノデアルガ、更九Ｂ型結核菌ノ墨丸内接種二際

シアj‘゛≒ 家兎ハ果シテ如何ナル態度ヲトルカテ

少シク吟味シ、上述第３及第４節賓験ノ補足1ヽ

シタイ。

鳥型結核菌1ヽシテハ保存菌株３株ヲ･供試シ、上

第５表

　

鳥型結核菌家兎翠丸内接種｀

　

株

　　

家兎

　

肺

　

重

　

接種-I.V
菌｀名

　

番琥

　　

ｇ

　　

´ｍｇ

獣

　

調

-

Tb 13

フランク

フルト

菌株名

RM

８
９
’
・
８
８

2.270

2.420

･iﾐﾐｰI－･
2.340

2 490

2.310

2.360

2.330

2.365

1

1

1

1

Ｉ

Ｉ

・

ｊ

ｓ

0.001
0.0001

0.001

0.0001

接種輦

　

msr

1.0

0．1

0.01

0.001

1.900 0゙.0001

95

96

97

84

85

2.420

2.300

2.270

2．020

2.180

Ｉ

・

‐

1.0

0.1

0.01

0.001

0．0001

日

　

敬

-一一一一
40死

52死

61殺

52耳

暦

　

重

　

ｇ

一一一一一一

　

--

　

1．300

　

1.500

-

1.310

1.400

剖

翠

　

j

　

-J皿
礎化

同
・
同
同

0。001、

　

検

一一

　

丸

一

ナシ’
I

こ

ｰ 一 一

I

-

所

右/T/

吃

ぬ卜:

　　

___＿__.__.______･_

0.7/0.8 I一　一

0.5/0．5

0｡8/0.7

　

－
1.4/1.2 j -

第６表

　

接種菌量.ノ吟味:んり結核菌:

Ｉ

Ｉ

ｊ

第

日
敏

一㎜

68殺

74殺

73死

f 〃

髄

　

ｇ
重

一 一 一

2.230

2.215

2』70

μ

　
　

丸

ｔ

　

一

　
　
　

奎

剖

腫脹，硬，陰ﾐ変二
固定．乾酪化

　　

同

　　

上

　　

同

　　

土

所

右/た
一 一

9.5/2.7

4.2/1.3

12.6/2.6

2．350儒粒結節梢；多m 2.5/1.3

1.320 同

　　

土

表

　

接種菌量・吟味(牛型結核菌

日

　

敬

－

　

.㎜

　　

㎜

　

68殺

９夕

●●

65綬

9●

－

―

碧

　

重

　　

g

　

1．600

　

2.100

　

1.950

　

1.470

　

2.050

剖

　　　

接

ｙ

　　

丸

腫脹，硬，陰嚢ご一
固定,乾酪化

　　

同

　　

上

I
Ｅ
　
'
＾

”
ｓ
：

Ｉ
Ｉ
Ｉ

上

1.8/1

所

／
／
１

　

｀
Ｉ

ｆ

一 一 一

10.7/1

5.1/1

3.5/1

6.0/2

7.0/4

吃

　

昨

　
　
　

１

＋

＋

＋

＋

＋
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牛型結核菌３株や選ヒ｀、夫々其1．0、0．1、0．01、

0。0001mg畦射液り＞ハ常ニ0.5ccmト

勺ヲ家兎擢=丸二接種シタガ、人型結核菌ト雖

モ、0．01 mg 以上ノ接種輦二於テハ學丸ハ恰モ

牛型結核菌接種ノ場今ノ如キ喩化子呈シ、到底

菌型鑑別二者'・､・ヽごタモナイカう接種量ノヽ常然

0．001 mg 以下デナケレバナラナイ事テ知ツタ。

上記人型結核菌３株、牛型結核菌３株二依ル賓

験成績ハ大同小異デアルカヘ一々是ヂ掲ゲル
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述人型及ビ宇型結核菌ト全ク同様－シテ賓験シ

タ。第５表二示シタ如々、獣調株、Tb 13 株ノ

敦レヲ･接種シタ家兎二於う・モ特異ナ肉眼的愛化

無ク、學丸ハ元ヨリ、諸臓器二於やモ人型結核

菌二類ソヽル軽皮ノ分化せへ址ヲ検出ス・ザ得ナ

カツタ。

　　　　

第５節

　

接種菌量二就テ

上述第３節ノ賓験サ賓施りレニ先チ像ノ･適常ナ

接種菌輦ヲ決定Å･Ｌ必要上、人型結核菌３株、
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型結核菌ＲＭ株二依ル賓験成績ヲ摘録７、1ノバ第

6、7表ノ如クデアル。

郎チ、0．01mg 以上ノ接種量二於テノヽ、菌型二

依ツテ學丸ノ受化二差無ク、人型結核菌ト雖モ

牛型結核菌二劣ラナイ受化テ惹起ソヽハ･。然ル

ニ0．001乃至0．0001 mg ニ到レバ、牛型結核菌

二於テハ依然0．01mg以上ト逞庭無キ疑化ヲ惹

起フヽルガ、人型結核蘭二於テハ最早此輦二於テ
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.･ヽ寧=丸ノ噫化・ヽ極・･テ軽度ト成り、同一一-4;ミノ牛

型結核菌テ接種シタ場合lヽ著シイ差異ガアル。

印チ、菌型鑑別ノ目的ニハ接種量ハ0．001乃至

0．0001 mg デアル事が必要デアツテ、0.01 mg

以上ノ菌量ハ其目的二添ハナイ。 0．0001 mg以

下ノ菌量二就テハ乍泣憾未ダ吟味シテ居ラナ

４．
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總

　

括

以上、人型、牛型及ビ鳥型結核菌ヲ･微量乖=丸内

二接種シタ成績ヲ･概括ノヽレバ、牛型結核菌二

於テノヽ0．001mg ノ接種二際シテハ元ヨリ、叉

0．0001mg ノ接種二際シテモ接種側翠=丸ハ１月

前後カラ腫脹シ始八逡ニ｡ハ反對側畢丸ノ敷倍

大乃至夫以上二腫脹シ、上而モ其硬度｡ハ軟骨硬ト

ナツテ、反對側翠丸ハ依然陰嚢、腹腔ノ間テ自

由二移動シ得ルニモ拘バラス、接種側學丸ハ完

全二陰嚢二固定セラレ移動セシｙル事ハ不可能

デアル。而シテ家兎ハ大多敷観察期間デアル２ヶ

月以内二笥死シタガ、剖検スレバ接種側ノ學丸、

副暴丸ハ倶二著シク腫脹、肥大シ、乾酪性物質

ヲ以テ充満セラレ、緊張シ、其重量ハ反對側學

丸、副蜃丸ノ３倍乃至７倍二及ブ。｡、

要之、牛型結核菌ノ接種二際シテハ、局處組織

郎チ畢丸ノ病受ハ極ｙテ高度デアツテ、人型結

核菌接種ノ場合僅カニ少倣ノ粟粒結節ヲ形成シ

タノ1ヽ比較ノヽレバ其間劃然タル差異が見ラレ

ル。更二鳥型結核菌接種二際シテハ翠丸ニ､ハ何

等肉眼的受化テ生ジナ４カラ比較ソヽル迄モナ

イ。印チ局處組織郎チ墨丸ノ病撥ハノ､、型、牛型

及ビ鳥型結核ノ接種二際シ、菌型テ異-ﾉ､ル事

二依ツテ顕著ナ差異アルノ肛サ知り得タ。

唯注意ヲ･要フヽル黙ハ、人型結核菌0．001或ハ

0．0001mg接種家兎學丸が恰モ牛型結核菌接種

ノ場合ノ如キ僅イ噫化ヲ起ス場合ノア･1事デア

ツテ、是ハ極メテ稀デ｡ハアルガ、同時二接種シ

タ２頭ノ家兎ノ他ノ１頭二於ケル所見へ叉諸臓

器二於テル剖検所見入參照シテ判陶ドレバ、斯

クノ如キ受化ハ供試菌が人型結核菌デアリ乍ラ

家兎病原性が僅カニ強イタノカ、乃至ハ使用家

兎ノ個性二蹄フヽベキモノデアル事？判新しいレニ

困難デナイ。

以上、余ノ家兎畢丸法ハ牛型結核菌ヅ其他ノ菌

型郎チ人型及ビ鳥型結核菌ト鑑別フ、ル目的ニ、

其術式が簡易デアリ、而モ其結果ノ判定ノ容易

ナ鮎カラ極ノテ有利ナ方法デアル事ヲ･述ベタ

ガ、供試菌株ハ上述ノ如バ央シテ多数トハ言ヘ

ナイカラ、史二多数ノ菌株二就テ検討フ、ル必要

ガアル。特二他ノ家兎接種法例ヘバ現在最モ廣

ク用ヒラレう頃いレ静脈内接種法等二依ヽ｀'テ菌型

犬丸定シ得ナイ様ナ菌株印や中間型或ハ移行型

ト呼バレ刊ぶリレ如キ菌株サ入手シテ、斯ノ如キ

菌株二對シヤ余ノ鑑別法が果シテ如何ナル決定

でﾘﾌ哩ヘルカｊ検言4｀ソヽルキ幾やrで｀待望フヽﾉﾚｏ

結

　　

論

結核菌0．001乃至0．0001mgｦ一成熟家兎學丸二

接種７、ル場合、鳥型結核菌二於フハ全ク分化無

ク、人型結核菌二於ｆハ極ｙｆ軽度ノ分化ヲ･呈

ﾜヽルニ過ギ＋1が、牛型結核菌二於･いヽ零丸ノ

帰化極ノテ顕著デア≒卸チ斯ノ如キ方法二依

ツタ･結核菌型ノ鑑別ハ容易デアル。
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附

　

圖

　

説

　

明

第１圖

　

家兎71琥、右側翠丸内二牛型結核菌Ｌ２株

　

0.0001 mg ヲ接種42日後ノ状態。右側翠丸腫脹シ

　

ｆ陰嚢二固定セラル。

第２圖

　

家兎79披、右側胴丸内二牛型結核菌LG2

　

株0.0001 ragヲ接種49日後ノ状態。右側胴丸腫脹

　

ジテ陰嚢こ＝-固定セラル。

第３圖

　

へし家兎61琥右側牟丸内二人型結核菌本多

　

株0.0001 mg ヲ接種58日後摘出セル胴丸。

　　　

右、少｡駈ノ粟粒結節ヲ見ル

　

重蝿:l.Og

　　

{
/に、壁化ナシ

　　　　　　　　

‥

　

０．９ｇ

　

(下)家兎71琥、(第１圖しj接種44日後摘出セノ1/翠丸

　　　

右、全ク乾酪化

　　　　

重量６．０ｇ

　　

{

左、帰化ナシ

　　　　　　

。２．１ｇ

第４圖(上:家兎60彼、右側撃丸内二人型結核菌本

　

多株0.001 mg ヲ接種58日後摘出セノ1/嘔丸

　　　

右、少敏ノ粟粒結節ヲ見ル

　

重量1.5g

　　

{

左、愛化ナヅ

　　　　　　　　

ll

　

1.7g

　

(下T)家兎79琥い､第２圖)接種60日後摘出セル宋丸

　　　

右、全ク乾酪化

　　　　

重最6.8g

　　

{
左、帰化ナシ

　　　　　

。1.9 ｇ
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